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目 的

東京都情報サービス産業健康保険組合は、医療保険制度の運営を担う
保険者であり、「保険給付」「健康管理」「健康増進」の３つの事業を通
してＩＣＴ業界で働く社員とそのご家族のライフサイクルを全面的にサ
ポートしております。
この事業推進のためには、まず、職員自らが心身健康で豊かに生活し、
人として成長し自己実現を図ることが必須であり、そのための職場環境を
構築することもＴＪＫの使命と捉えております。

職員の健康管理・健康づくりを経営的視点から考え推進することで、職
員が元気にやりがいをもって働ける状態を維持し、
ひいては組合員皆さまへ充実したサービスの提供につなげることを実現し
て参ります。

東京都情報サービス産業健康保険組合
専務理事 鈴木克仁



健康経営基本方針

ＴＪＫグループで働くことを通じて心身健康で豊かに生活し、
人として成長し自己実現を図る



健康経営宣言

健診・重症化予防に取り組みます

メンタルヘルス対策に取り組みます

感染症予防対策に取り組みます

健康管理・安全衛生に取り組みます

過重労働防止に取り組みます

健康経営に取り組みます



健康経営推進体制

産業保健スタッフ

産業医、保健師
臨床心理士

衛生委員会

健康経営
推進責任者
推進担当者

経営会議

健康保険組合

ライン
管理者

Ｔ Ｊ Ｋ 職 員

データヘルス
コラボヘルス

・特定健診
・特定保健指導

提案、報告 承認

連携

連携

ライン管理

・健康相談
・ＥＡＰ

健康経営最高責任者 専務理事

・産業医面談
・保健指導

・健康管理
・健康経営推進
・教育堅守
・相談窓口

総務
グループ

・職場環境等

連携

厚生会

部活動
連携

コラボ事業

連携

職員健康管理を経営的視点から考え推進するために健康経営責任者を専務理事とし、人的資本を管轄する人材開発グループが
健康経営を推進することで、衛生委員会や関連組織を横断した健康課題の吸い上げや制度改定含む各施策の浸透をスピーディー
に牽引いたします。また、産業保健専門スタッフのアドバイスも積極的に活用し、職員健康課題に対する効果的な取り組みを
行ってまいります。



戦略マップ

￥

医療費削減

各健診

受診率向上
重症化予防

感染症対策

メンタル不調者の

予防と支援

ヘルシーフード・ドリンク利用率

睡眠不足支援

厚生会

社内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ参加率

睡眠指導の実施

社内運動イベント・部活等

企画・参加率
運動機会提供

メンタルヘルス

不調者の低下

高ストレス

対象者率の
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生活習慣向上

コミュニケーション活性化

配偶者健診受診率

私病、育児、高齢等の働き方支援

健康セミナーの参加率

健康ポータルPepUp閲覧数増加

上司・同僚の

支援度

ストレスチェックテストと

自己申告アンケート実施
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全社的なヘルスリテラシー

向上

食事
喫煙

執務環境整備（施設・備品・ｲﾝﾌﾗ）

職場安全衛生向上

過重労働対応

特定保健指導

全職員メンタルヘルスセミナー

家族の健康

健康投資

健康ポータルPepUp関連

イベントの参加

働きやすい環境構築

食生活改善の機会提供

健康情報の発信

研修の企画実施

TJK事業
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組織活性化
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ティーイズム
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禁煙支援活動 職員喫煙プログラム参加

健康経営で解決したい健康課題
健康関連の最終的な目標指標

健康投資効果

健康投資施策の取り組み状況に

関する指標

職員の意識・行動変容に

関する指標

睡眠

組織の持続的成長

アブセン

ティーイズム

改善

専門健診

有所見率の低下

運動

健康診断
２次健診



健康経営推進方法

《TJKの実態に即した
オリジナル事業》

※次ページ以降を参照

TJKの実態に即して
TJKオリジナルの施策を

きめ細かく実施

健康経営をより効果的に推進する

《認定制度に則った標準事業》

令和６年度健康企業宣言東京協
議会『金の認定』更新。
平成31（R1）年度取得時より
６年連続の認定維持となります。

健康経営認定制度に則った
標準的な施策をベースに
健康経営の基盤を築く



TJKの健康課題
ＴＪＫでは職員健康アンケートを実施し、「運動」「食事」「飲酒」「睡眠」「喫煙」「被扶養者健診受診状況」「専門検診受
診状況」「ワークエンゲージ」の分野から全３６問にて、定期的に職員の生活習慣について傾向を見ております。
現在、特に重点事項として、「週２回以上の運動（３０分以上）」「食事にかける時間」「喫煙」「睡眠」については意識付け
や行動改善の必要性があり、これらに対する施策を検討して参ります。

Ｒ７年度 職員健康アンケート 回答集計（116名）

がん検診・脳検診は「がん」およ
び「脳疾患」の早期発見・早期受
診に効果があるため、職員皆さま
にも積極的にご受診いただくこと
を勧めております。

受診可能対象年齢であるものの、
何かしらの理由で受診されない職
員は５割程度おり、
引き続き、受診につながる啓蒙活
動を実施してまいります。

がん検診・脳検診



TJKの健康施策





■ワークエンゲージメント全体傾向
仕事に対する満足感、没頭感、活力、熱意を可視化
測定基準／ユトレヒト・ワークエンゲイジメント尺度

R6 ＴＪＫ 平均
２．７３

■令和６年度 健康に関する協議

経営会議 ９回
衛生委員会 ３回

■令和６年度
労災件数

１件
（通勤災害）



加入事業所への健康経営サポート・普及
ＴＪＫは保険者として加入事業所様に対し健康経営を推奨しております。
健康経営は企業リスク管理の一つとして、社員の健康を重要な経営資源と捉え、健康増進に積極的に取り組む経営のスタイルを
いいます。ＴＪＫでは事業主の皆様に「健康経営」に取り組んでいただくため、さまざまなサポートを実施しております。

宣言事業所様 認定取得社数

金の認定 ４３社 １９社

銀の認定 ２５５社 １９１社

ＴＪＫ以外で健診受診され
た被扶養者方が結果を送付
いただくとQUOカードを
プレゼント

社員の心の相談窓口として利用

世代・役職別
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｾﾐﾅｰ
や健康教室を

実施

ｲﾝﾌﾙエンザ等予防接種補助
ｽﾏﾎｳｫｰｷﾝｸﾞ大会

各種セミナー・健康教室

健康課題の把握 改善・維持の取り組みを実施

ウェルネスレポート配布等

「日常の歩数を増や
す工夫」として活用

家族向け受診奨励

健康経営ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによる認定取得サポート

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談

健康増進事業参加促進

■健康企業宣言 宣言社数・認定取得者数

健
康
企
業
宣
言
の
参
加
推
進



地域や職場における保健・栄養の改善及びスポーツレクリエーションの普及運動を推進し、
顕著な成果を上げている組織として、令和４年度体力つくり優秀表彰の『体力つくり国民会議議長賞』を受賞いたしました。

体力つくり優秀組織表彰 (体力つくり国民会議長賞) 受賞

■表彰概要

「組合員の健康と生活の安定」を守るため、 「事業所対抗軟式野球大
会」ボウリング大会やウォーキングイベント等の開催、全国のスポーツ施
設の利用補助事業等、様々な体力つくり事業に取り組み、運動習慣化
につなげている。
また、事業運営では「治療から予防へ」の考えの下、全加入者に基本
健診の受診環境を提供、各種がん検診や特定部位に特化した専門検診
の受診を可能にし、早期発見・早期治療に努めている。
その他、健診結果データとレセプトデータを突合し、メンタルヘルス対
策などの組合独自の健康課題に基づいた対策を実施や
健康課題の共有を図るため、事業所ごとに社員の健康状態を可視化し
た「TJK ウエルネスレポート」を作成。さらに、健康経営エキスパートアド
バイザー資格を有する職員による相談窓口の開設など、事業所と積極
的にコラボヘルスを促進している。


